
平成27年度当初予算

203億7,031万8千円
77億8,612万1千円
9億2,157万1千円
44億6,538万1千円
31億6,971万円

0円
810万7千円

163億5,089万円
367億2,120万8千円

平成２７年度当初予算

　
今
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

国
の
経
済
状
況
に
対
す
る
基
本
的

態
度
と
し
て
、大
震
災
か
ら
の
復
興

の
加
速
と
と
も
に
、デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
を
確
実
な
も
の
と
し
、持
続
的

成
長
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、平

成
29
年
４
月
へ
先
送
り
が
決
定
さ

れ
た「
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き

上
げ
」や
、子
ど
も・子
育
て
支
援
新

制
度
の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る「
社

会
保
障
制
度
の
改
革
」の
影
響
な
ど
、

国
の
経
済
財
政
運
営
の
動
向
な
ど

を
念
頭
に
置
き
、こ
れ
ま
で
の
財
政

運
営
の
基
本
的
姿
勢
を
崩
す
こ
と

な
く
市
政
を
運
営
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、次
期
総
合
計
画
策

定
に
向
け
、「
総
合
計
画
」の
検
証
・

評
価
を
行
い
な
が
ら
、「
第
二
次
行

財
政
改
革
大
綱
」を
確
実
に
実
現
し

て
い
く
こ
と
と
し
、基
本
方
針
と
し

て
、①
行
財
政
改
革
の
抜
本
的
な
推

進
お
よ
び
総
合
計
画
の
検
証
②
活

用
可
能
財
源
の
確
保
お
よ
び
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
③
補
助
費

な
ど
の
見
直
し
④
総
合
計
画
の
着

実
な
実
行
を
も
と
に
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　
主
な
数
字
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

平成27年度
民生費
7,921
38.9%

消防費 651〈3.2%〉

7,0000 14,000 21,000

農林水産業費 322〈1.6%〉 商工費 178〈0.9%〉 その他 266〈1.3%〉

消防費 693〈3.5%〉 農林水産業費 364〈1.8%〉 商工費 186〈0.9%〉 その他 276〈1.4%〉

衛生費
2,366
11.6%

衛生費
2,402
12.0%

土木費
2,044
10.0%

土木費
2,892
14.5%

総務費
2,475
12.2%

総務費
1,884
9.4%

教育費
2,223
10.9%

教育費
1,850
9.3%

公債費
1,924
9.4%

公債費
1,922
9.6%

民生費
7,499
37.6%

平成26年度

【単位：百万円 ％は構成比】
■歳出の目的別分類状況（一般会計）

平成27年度
一般会計予算

繰出金
2,194
10.8%

その他
424〈2.1%〉

災害復旧事業費
4  〈0.0%〉

その他の経費
8,491 
41.7%

義務的経費
9,392 
46.1%

投資的経費
2,487 
12.2%

物件費
2,934
14.4%

補助費等
2,939
14.4% 普通建設事業費

2,483
12.2%

公債費
1,924
9.4%

人件費
2,830
13.9%

扶助費
4,638
22.8%

203億
7,000万円

【単位：百万円 ％は構成比】
■歳出の性質別分類状況（一般会計）

平成27年度
一般会計予算

依存財源その他
321〈1.6%〉地方消費税交付金

622〈3.1%〉

繰入金
681〈3.3%〉

分担金負担金
354〈1.7%〉

使用料手数料
331〈1.6%〉

自主財源その他
435〈2.1%〉

自主財源
7,601
37.3%依存財源

12,769
62.7%

県支出金
1,406
6.9%

市債
2,240
11.0%

国庫支出金
2,948
14.5%

市税
5,800
28.5%

地方交付税
5,232
25.7%

203億
7,000万円

【単位：百万円 ％は構成比】
■歳入の状況（一般会計）

●各会計予算規模
会計名 平成27年度 平成26年度 増減額 増減率

一 般 会 計
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
地域し尿処理施設事業特別会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
小 計

合　　　　計

特

別

会

計

199億6,813万9千円
67億8,000万7千円
8億5,167万8千円
41億8,646万1千円
36億10万1千円
3,956万7千円
928万7千円

154億6,710万1千円
354億3,524万円

4億217万9千円
10億611万4千円
6,989万3千円
2億7,892万円

△4億3,039万1千円
△3,956万7千円

△118万円
8億8,378万9千円
12億8,596万8千円

2.0％
14.8％
8.2％
6.7％

△12.0％
皆減

△12.7％
5.7％
3.6％

25億4,255万7千円
2億8,499万3千円
25億4,141万4千円

1億371万円
3億2,762万6千円

58億30万円

●市税の内訳
平成27年度 平成26年度 増減額 増減率

法 人 市 民 税
個 人 市 民 税

固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税

合　　　　計

24億5,777万円
2億9,751万7千円
24億9,816万2千円

9,655万2千円
3億5,880万5千円
57億880万6千円

8,478万7千円
△1,252万4千円
4,325万2千円
715万8千円

△3,117万9千円
9,149万4千円

3.4％
△4.2％
1.7％
7.4％
△8.7％
1.6％

●市民一人当たりの予算（一般会計）

　福津市の平成27年度一般会計予算の市民一人当たりの予算額は次の通りです（予算額203億7,031万8千円
を平成27年2月末日現在の人口59,212人で算定）。
　これを見ると、民生費がいちばん大きく、次いで総務費、衛生費の順となっています。前年度との比較では、
民生費が認可保育所の設立や、障がい者の自立支援に係る費用の増により増加しています。また、総務費につ
いても、庁舎の整備事業費の影響により増加しています。土木費については、福間駅東地区の開発が終了した
ことにともない、事業費が減少しました。

総務費

41,805円
対前年度比 9,266 円増

庁舎維持管理・整備、
微税、企画調整、郷づ
くりなど

その他

7,496円
対前年度比 481 円減

商工業、観光の振興
や、議会の運営費、災
害復旧費用など

土木費

34,525円
対前年度比 15,409 円減

道路、公園の維持管
理・整備など

農林水産業費

5,441円
対前年度比 846 円減

農業、水産業などの振
興や、農業用施設の
維持管理・整備など

衛生費

39,958円
対前年度比 1,514 円減

予防接種や健診など
の健康増進や、ごみ・
し尿処理など

消防費

11,000円
対前年度比 973 円減

消防団活動費や、消
防本部の運営費負担
など

民生費

133,773円
対前年度比 4,283 円増

障がい者、児童、高齢
者の福祉の施策など

公債費

32,490円
対前年度比 688 円減

これまでに施設整備
などで借入れたお金
の返済

市民一人当たりの予算

344,023円
対前年度比 778 円減

平成27年2月末人口
59,212人で算出

教育費

37,535円
対前年度比 5,584 円増

学校の維持管理・整
備、図書館管理、生涯
学習など

一般会計歳入歳出総額　203億7,000万円

問い合わせ　☎市財政課（福間庁舎）　0940・43・8114

税　目
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平成27年度当初予算

● 平成２７年度の主要事業

　市では、平成19年度から平成28年度までを期間とする福津市総合計画に基づき、市の将来像である「人を、
明日を、誇るまち。福津。」の実現に向け、経営基本戦略に掲げた7つの分野別目標像に沿った市政運営を行うこ
とにしています。平成27年度予算に計上された主な事業を、分野別目標像ごとに紹介します。

0. 前文
庁舎統合整備事業
…556,756
津屋崎庁舎再生整備事業
…10,962
建物長寿命化計画策定事業
…10,757
窓口業務人材派遣事業
…1,928

1. みんなの力で地域自治をすすめるまち
郷づくり交付金事業……131,043
世界遺産登録活動事業……17,118
古墳公園史跡等購入事業…15,781

2. 子どもが夢を持ち、健やかに育つまち
海洋性スポーツ事業…………………5,308
小・中学校施設大規模改造事業…499,073
小学校給食施設整備事業…………189,657
認可保育所定数確保事業…………171,338

3. みんなが安全に、安心して暮らせるまち
橋梁長寿命化修繕事業………………149,620
消防団装備充実化事業…………………27,311
軽度・中度等難聴児補聴器購入助成事業…142
生活困窮者自立支援事業…………………3,118
市民後見推進事業…………………………1,684

4. 自然を大切にした美しいまち
再生エネルギー等導入推進事業…49,934
松くい虫防除事業…………………15,330
第2次環境基本計画策定事業……3,024

5. みんなにやさしく、快適で住みよいまち
福間駅前線街路事業……………………58,369
JR福間駅東口駐輪場整備事業…………58,686
福間駅松原線整備事業（県営事業）…315,398

6. 地域産業を支え、育むまち
水産振興補助事業……………………… 4,450
買物支援モデル事業…………………… 3,000
農業多面的機能支払交付金事業……… 18,495
ビーチサッカーフェスティバル支援事業…1,200

7. 福津ブランドを生み育て、発信するまち
福津ブランド推進事業
…9,357
食の街道プロジェクト事業
…4,000
市制10周年記念事業
…1,630
福津市PR事業
…1,500

自主財源 ……………
依存財源 ……………
市税 …………………
地方交付税 …………
市債 …………………
県支出金 ……………
国庫支出金 …………
地方消費税交付金 …
義務的経費 …………

投資的経費 …………
人件費 ………………
扶助費 ………………

普通建設事業費 ……
物件費 ………………
繰出金 ………………
財政調整基金 ………
減債基金 ……………
特定目的基金 ………

● 基金残高の推移（一般会計）

【用語解説】

※基金残高の平成26年度、平成27年度は見込み額

区　分

財政調整基金

減債基金

特定目的基金

合　　計

平成25年度 平成26年度 平成27年度

54億3,900万円

5億2,650万円

47億7,401万円

107億3,951万円

56億1,004万円

4億7,724万円

38億8,493万円

99億7,221万円

54億7,054万円

4億2,695万円

34億2,081万円

93億1,830万円

● 市債残高の推移（一般会計） 市債残高

平成25年度 平成26年度 平成27年度

単位：百万円

20,000

20,150 20,028

20,566

19,000

18,000

21,000

※平成27年度市債借入額、市債償還額は当初予算額
※市債残高の平成26年度、平成27年度は見込み額

区　分

市債借入額

市債償還額

市 債 残 高

平成25年度 平成26年度 平成27年度

24億1,829万円

16億896万円

201億4,979万円

15億5,382万円

16億7,522万円

200億2,839万円

22億3,960万円

17億212万円

205億6,587万円

基金残高

平成25年度 平成26年度 平成27年度

単位：百万円

10,000

10,740
9,972

9,318

8,000

6,000

4,000

12,000

市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料など市が自主的に収入できる財源
地方交付税や、国庫支出金、県支出金など、国・県から定められたり、割り当てられたりした財源
市民税や固定資産税、軽自動車税など市に納められた税金
地方公共団体が等しく行政サービスを提供することができるよう、一定の基準により国が配分するお金
市が行う普通建設事業などの財源として、国などから借りるお金
市が実施する特定の事業に対し、県から交付されるお金
市が実施する特定の事業に対し、国から交付されるお金
地方消費税の一部を人口などにより按分して国から交付されるお金
歳出予算のうち、人件費や公債費などその支出が義務付けられ、任意に削減できない極めて硬直性
の強い経費
その支出の効果が資本形成に向けられ、道路や施設など将来に残るものに支出される経費
職員給や議員報酬、各種委員の報酬など
社会保障制度の一環として、生活保護法などの各種法令に基づき実施する給付費や、
乳幼児医療費など地方が単独で実施する経費
道路、橋梁、学校、公園の整備など各種社会資本の形成に必要な経費
消費的性質を持つ経費で、賃金、旅費、委託料、需用費（消耗品費や光熱水費など）など
一般会計と特別会計の間で相互に支出される経費
市の年度間の財源の不均衡を調整するために設けられる基金。一般家庭でいう貯金
地方債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設けられる基金
特定の目的のために資金を積み立てるために設けられる基金。福津市においてはまちづくり基金、
教育施設建設準備基金、ふるさとづくり基金

（単位：千円）
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